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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成22年3月18日(2010.3.18)

【公開番号】特開2008-205693(P2008-205693A)
【公開日】平成20年9月4日(2008.9.4)
【年通号数】公開・登録公報2008-035
【出願番号】特願2007-37799(P2007-37799)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/91     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/92     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/91    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｆ
   Ｈ０４Ｎ   5/92    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成22年1月29日(2010.1.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のフレームレートで撮影された第１映像データを、前記第１のフレームレートより
も低い第２のフレームレートの第２映像データに変換する撮像装置から出力された前記第
２映像データを受信して、当該第２映像データの再生処理を行う映像再生装置であって、
　前記撮像装置は、前記第１映像データを前記第２のフレームレートの前記第２映像デー
タに変換する際に適用したフレームレート変換方法の種別を示す変換情報を前記第２映像
データに付加し、
　前記映像再生装置は、
　前記第２映像データを受信する受信手段と、
　前記受信手段で受信した前記第２映像データから前記変換情報を取得する取得手段と、
　前記取得手段で取得した前記変換情報から、前記第２映像データが前記第２のフレーム
レートに変換された場合に適用されたフレームレート変換方法を特定する特定手段と、
　前記第２映像データに対して高画質化処理を施す画像処理手段と、
　を有し、
　前記画像処理手段は、前記特定手段で特定されたフレームレート変換方法に対応するパ
ラメータを用いて前記第２映像データに対する高画質化処理を実行することを特徴とする
映像再生装置。
【請求項２】
　第１のフレームレートで撮影された第１映像データを、前記第１のフレームレートより
も低い第２のフレームレートの第２映像データに変換する撮像装置から出力された前記第
２映像データを受信して、当該第２映像データの再生処理を行う映像再生装置の制御方法
であって、
　前記撮像装置は、前記第１映像データを前記第２のフレームレートの前記第２映像デー
タに変換する際に適用したフレームレート変換方法の種別を示す変換情報を前記第２映像
データに付加し、
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　前記映像再生装置の制御方法は、
　前記第２映像データを受信する受信ステップと、
　前記受信ステップで受信した前記第２映像データから前記変換情報を取得する取得ステ
ップと、
　前記取得ステップで取得した前記変換情報から、前記第２映像データが前記第２のフレ
ームレートに変換された場合に適用されたフレームレート変換方法を特定する特定ステッ
プと、
　前記第２映像データに対して高画質化処理を施す画像処理ステップと、
　を有し、
　前記画像処理ステップでは、前記特定ステップで特定されたフレームレート変換方法に
対応するパラメータを用いて前記第２映像データに対する高画質化処理を実行することを
特徴とする映像再生装置の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】映像再生装置及びその制御方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、映像再生装置及びその制御方法に関し、詳しくは、撮像装置でのフレームレ
ート変換方法の情報を取得し、当該フレームレート変換方法の情報を用いて、撮像装置が
生成した映像データに対して最適な高画質化処理を行う映像再生装置及びその制御方法に
関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明は、撮像装置で行ったフレームレート変換方法の変換情報を映像再生装置に伝達
することによって、映像再生装置が高画質化処理効果的に行うことを目的とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上述した課題を解決するために、本発明の映像再生装置は、第１のフレームレートで撮
影された第１映像データを、前記第１のフレームレートよりも低い第２のフレームレート
の第２映像データに変換する撮像装置から出力された前記第２映像データを受信して、当
該第２映像データの再生処理を行う映像再生装置であって、前記撮像装置は、前記第１映
像データを前記第２のフレームレートの前記第２映像データに変換する際に適用したフレ
ームレート変換方法の種別を示す変換情報を前記第２映像データに付加し、前記映像再生
装置は、前記第２映像データを受信する受信手段と、前記受信手段で受信した前記第２映
像データから前記変換情報を取得する取得手段と、前記取得手段で取得した前記変換情報
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から、前記第２映像データが前記第２のフレームレートに変換された場合に適用されたフ
レームレート変換方法を特定する特定手段と、前記第２映像データに対して高画質化処理
を施す画像処理手段と、を有し、前記画像処理手段は、前記特定手段で特定されたフレー
ムレート変換方法に対応するパラメータを用いて前記第２映像データに対する高画質化処
理を実行する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、本発明の映像再生装置の制御方法は、第１のフレームレートで撮影された第１映
像データを、前記第１のフレームレートよりも低い第２のフレームレートの第２映像デー
タに変換する撮像装置から出力された前記第２映像データを受信して、当該第２映像デー
タの再生処理を行う映像再生装置の制御方法であって、前記撮像装置は、前記第１映像デ
ータを前記第２のフレームレートの前記第２映像データに変換する際に適用したフレーム
レート変換方法の種別を示す変換情報を前記第２映像データに付加し、前記映像再生装置
の制御方法は、前記第２映像データを受信する受信ステップと、前記受信ステップで受信
した前記第２映像データから前記変換情報を取得する取得ステップと、前記取得ステップ
で取得した前記変換情報から、前記第２映像データが前記第２のフレームレートに変換さ
れた場合に適用されたフレームレート変換方法を特定する特定ステップと、前記第２映像
データに対して高画質化処理を施す画像処理ステップと、を有し、前記画像処理ステップ
では、前記特定ステップで特定されたフレームレート変換方法に対応するパラメータを用
いて前記第２映像データに対する高画質化処理を実行する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明によれば、撮像装置で撮影された映像を映像再生装置で再生する際、適切な高画
質化処理が行われるので、より高画質な再生映像を視聴できる。
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